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    平成１９年度上半期の歳入歳出
の執行状況と市の財産や市債な
どの主な項目については、表の
とおりです。

■財産の状況 億億億億億億億億億億億億億億億億 （平成１９年９月３０日現在）
備　　考現在高区　　分

７１８,４９７㎡土地
３０６,３９８㎡建物

団体への出資金など８億８,８８２万円出資による権利など
購入価格５０万円以上の備品８１１点物品
生活つなぎ資金貸付金６３万円債権
財政調整基金など１６基金１１８億３,３０９万円基金

■市債の現在高 億億億億億億億億億億億億億億 （平成１９年９月３０日現在）
（万円）

４９２億５,１３６万円一般会計
１９０億９,１２７万円下水道事業特別会計
４億  ６７９万円駐車場事業特別会計
４億２,９００万円保谷駅南口地区第一種市街地再開発事業特別会計
６９１億７,８４２万円合計

【平成１８年度のバランスシート（普通会計・市全体）・行政コスト計算書を作成】
　市では、総務省統一基準によるバランスシート（普通会計・市全体）と行政コスト計算書を作成し、市の資産・負債等の状況や資産形成につながらない行政サービスに要したコス
トを明らかにしていく取り組みをしています。しかし、この総務省統一基準による作成方法は他団体との比較検証が簡単といったメリットがある反面、資産の計上が実態と一致しな
いといったデメリットもあります。今後も市民の皆さんにとってわかりやすい財務情報を提供できるよう、公会計改革にも取り組んでいきます。

■バランスシート
　これまでに建設された施設（道路、学校な
ど）や借入金の現在高などのストック情報を、
資金の使いみち（資産）と資金調達の方法
（負債・正味資産）の両面から一覧できる報
告書がバランスシートです。
　普通会計のバランスシートに７つの公営事
業会計分を合わせたものが、市全体のバラン
スシートで、全体の資産額は２,３５７億円で、負
債 が８４６億４,４００万 円、正 味 資 産 が１,５１０億
５,６００万円になっています。
　市全体の有形固定資産の総額のうち、公営
企業会計が11.7%を占めています。また、こ
れらの資産形成の資金として、地方債（借入
金）を多く活用していることから、固定負債
の地方債の総額のうち、公営企業会計が
２８.６%を占めていることなどがわかります。

■行政コスト計算書
　バランスシートが年度末現在の資産・負債等の状況を表わ
す報告書であるのに対し、行政コスト計算書は、当年度に実
施された人的・給付サービス等（資産形成につながらないも
の）に係る費用を表わしています。
　これをみると、民生費・衛生費等が高い割合を示しています
が、これは行政コストの面では、生活保護費やごみ収集委託等
の人的・給付サービス等の比率が高いことを示しています。
　行政コストの総額は４８３億５,３００万円で、収入は４８５億円、一
般財源等増減額は３億３,６００万円の増になっています。
※冊子を作成しています。財政課（田無庁舎３階）、情報公開
コーナー（両庁舎１階)、市　HP でご覧になれます。

※普通会計とは
　一般会計（一部介護サービス事業に係る経費を除く）、中小企業従業員退職金等共済事業特別会計・保谷駅南口地区第一種市街地再開発事業特別会計（地域開発事業に係る経費を除く）が対象。

※公営事業会計とは
　下水道特別会計、駐車場事業特別会計、介護サービス事業会計、保谷駅南口地区第一種市街地再開発事業特別会計（地域開発事業に係る経費）、国民健康保険特別会計、老人保健（医療）特別会
計および介護保険特別会計が対象となります。

■平成１８年度バランスシート 億億億億億億億億億億億億億億億 （普通会計・市全体…平成１９年３月３１日現在）
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （単位：百万円）

合計（市全体）公営事業会計普通会計貸　　方合計（市全体）公営事業会計普通会計借　　方
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［負債の部］
固定負債
　地方債
　退職給与引当金

流動負債
　地方債翌年度償
　還予定額

負債合計
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［資産の部］
有形固定資産
　　（うち土地）

投資等
　投資・出資金
　貸付金
　基金
　その他

流動資産
　現金・預金
　未収金 １５１,０５６１０,３１８１４０,７３８

［正味資産の部］
　正味資産合計

２３５,７００３１,０８０２０４,６２０負債・正味資産合計２３５,７００３１,０８０２０４,６２０資産合計

■行政コスト計算書 億億億億億億 （普通会計…平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）
 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （単位：百万円、％）

その他教育費土木費衛生費民生費総務費構成比総　額

６３８２,１５５５５８１,０４４４,５８４２,７９６２４.４１１,７７５人にかかるコスト

５３３３,６７３１,８６１１,６４３１,８２８２,０５０２４.０１１,５８８物にかかるコスト

２,５１３９２４３,１５８２,１２８１５,０１８３０２４９.７２４,０４３移転支出的なコスト

９４７－－－－－１.９９４７その他のコスト

４,６３１６,７５２５,５７７４,８１５２１,４３０５,１４８－４８,３５３行政コスト

９.６１４.０１１.５１０.０４４.３１０.６－－構成比

〈収入項目〉

４８,５００収入

１８９
正味資産国
庫（都）支出
金償却金額

３３６一般財源な
ど増減額

【平成１８年度決算・平成１９年度上半期予算執行状況【平成１８年度決算・平成１９年度上半期予算執行状況】】

【予算執行】    平成１９年度一般会計当初予算は、５８５億３,８００万円、各特別会計当初予算合
計は、４８４億６,３３４万円で、あわせて１,０７０億１３４万円でしたが、９月に一般会計
で１８億１,５００万円、各特別会計合計で９億５,４４７万円の増額補正をした結果、
９月３０日現在の予算現額は、一般会計で６０３億５,３００万円、特別会計合計で４９４
億１,７８０万円、あわせて１,０９７億７,０８０万円となりました。

　皆さんに市の財政状況についてご理解いただくために、６月と１２月に公表しています。
　また、１０月には財政白書を作成しています。
　住んでいるまちの財政状況をみてみましょう。
※各表の数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、内訳と合計などが一致しない場合があります。

　◆財政課　田 （札４６０－９８０２）

■平成１９年度　各会計予算の執行状況 億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億 （平成１９年９月３０日現在）
歳出歳入

予算現額９月補正予算額当初予算額会計名
執行率（％）支出済額収入率（％）収入済額

３６.６％２２１億  ５３５万円４３.９％２６４億７,０７２万円６０３億５,３００万円１８億１,５００万円５８５億３,８００万円一　般　会　計　　　
４０.１％７２億５,３７８万円４１.７％７５億３,５３２万円１８０億７,４５０万円４億  ５７５万円１７６億６,８７６万円国民健康保険

特

別

会

計

３７.６％１７億１,４５０万円４７.８％２１億７,９１１万円４５億６,０５８万円４,６０８万円４５億１,４５０万円下水道事業
２７.９％２億７,７２３万円３７.８％３億７,５２０万円９億９,２１６万円 ９億９,２１６万円受託水道事業

１９.０％３,９５１万円９２.１％１億９,１６６万円２億  ８０２万円７,４８６万円１億３,３１６万円中小企業従業員
退職金等共済事業

４１.９％５４億１,８９３万円４２.０％５４億３,２３０万円１２９億３,４０７万円８,７４５万円１２８億４,６６２万円老人保健（医療）
３１.９％６,２９５万円４７.０％９,２６１万円１億９,７１２万円１億９,７１２万円駐車場事業
３６.３％３４億９,５２９万円３９.７％３８億２,２０７万円９６億３,９２２万円３億２,０１７万円９３億１,９０５万円介護保険

５.０％１億４,１２４万円６.８％１億９,１０２万円２８億１,２１３万円２,０１６万円２７億９,１９７万円保谷駅南口地区第一種
市街地再開発事業

３６.９％４０５億  ８７９万円４２.２％４６２億８,９９９万円１,０９７億７,０８０万円２７億６,９４７万円１,０７０億  １３４万円合計

市民税の
平成１９年度
補正後予算
額

３００億円総　額

１５５,７６７円住民１人
あたり　

※「住民１人あたり」は、平成１９年９月３０
日現在の 住民基本台帳登録人口および
外国人登録済人口の合計（１９２,８３５人）を
用いて計算しています。

■市民税の負担状況
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